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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月20日(2017.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電極（６０）と；前記第１の電極から離間した第２の電極（６０）と；前記第１
の電極および前記第２の電極の間に配置された、電気泳動インク（８３０）および１つ以
上の光透過性・非平面状固体ポリマーエレメント（８０８）を含む電気泳動セル（８０９
）とを含む電気泳動装置であって、
　前記インクは、光透過性の懸濁流体（８２０）に懸濁された少なくとも１種の帯電粒子
（１１）を含み、
　可視光波長において、前記固体ポリマーエレメントおよび前記懸濁流体の屈折率を差が
０．００７５未満となるように一致させており、
　前記電気泳動装置の、少なくとも３０℃にわたる動作温度範囲の半分以上において、前
記固体ポリマーエレメントおよび前記懸濁流体の熱光学係数（屈折率ｎの温度Ｔに対する
微分値ｄｎ／ｄＴ）を算術平均の差が０．０００２／Ｋ未満の大きさとなるように一致さ
せている、電気泳動装置（１０１）。
【請求項２】
　２５℃における波長５８９．３ｎｍの光に対する、前記固体ポリマーエレメントおよび
前記懸濁流体の屈折率は１．４６０未満、好ましくは１．４４５未満、より好ましくは１
．４３４未満、特に好ましくは１．４２６未満である、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項３】
　前記懸濁流体の７５質量％以上は有機シリコーンまたは脂肪族炭化水素であり、
　前記固体ポリマーはフッ素化エラストマー性ポリマーである、請求項１に記載の電気泳
動装置。
【請求項４】
　前記非平面状固体ポリマーエレメントは光透過性エラストマーであり、ガラス転移温度
Ｔｇは２０℃未満であり、かつ、架橋を有する、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項５】
　前記帯電粒子は、前記電気泳動装置に印加した電界に応答して、（１）粒子が前記セル
内で最大限広がり、前記セルを通過する太陽光の経路に位置して前記セルを透過する光を
強く減衰させる第１の極限光状態、および、（２）前記粒子がセル内で最大限凝集して前
記セル内の太陽光の経路から除去され、前記セル内に光を実質的に通過させて当該セル内
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を可視化する第２の極限光状態の間を移動する、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項６】
　前記一致させた熱光学係数は両方とも負であり、その大きさは２．２５×１０－４／Ｋ
よりも大きく、好ましくは３．０×１０－４／Ｋよりも大きく、特に好ましくは３．２５
×１０－４／Ｋよりも大きい、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項７】
　前記一致させた熱光学係数の算術平均の差の大きさは０．０００１２５／Ｋ未満であり
、より好ましくは０．０００１／Ｋ未満であり、特に好ましくは０．００００７５／Ｋ未
満である、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項８】
　前記エラストマー性固体ポリマーの架橋密度は、前記固体ポリマーの前記熱光学係数が
前記懸濁流体の前記熱光学係数と厳密に一致するように選択されている、請求項４に記載
の電気泳動装置。
【請求項９】
　前記動作温度範囲は、０℃から７０℃、より好ましくは－１０℃～７０℃、さらに好ま
しくは－２０℃～８５℃、特に好ましくは－４０℃～１００℃である、請求項１に記載の
電気泳動装置。
【請求項１０】
　前記光透過性のエラストマー性・非平面状固体ポリマーエレメントは主鎖にフレキシブ
ルな結合を有し、エーテル結合（すなわち、Ｒ－Ｏ－Ｒ’）、シロキサン結合（すなわち
、Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ）、フルオロエーテル結合（すなわち、ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２）、チオエ
ーテル結合（すなわち、Ｒ－Ｓ－Ｒ’）、メチレン結合（すなわち、ＣＨ２）、ジフルオ
ロメチレン結合（すなわち、ＣＦ２）、フォスファゼン結合（すなわち、Ｎ＝Ｐ）のうち
の１つ以上の結合を含む、請求項４に記載の電気泳動装置。
【請求項１１】
　前記エラストマー性・非平面状固体ポリマーは、下記ポリマー：フルオロアルカンポリ
マー、パーフルオロエーテルポリマー、フルオロシリコーンポリマー、フッ素化（メタ）
アクリレートポリマー、フルオロシリコーン（メタ）アクリレートポリマー、フッ素化ポ
リオレフィンポリマー、フッ素化脂肪族ポリカーボネート、または、フッ素化ポリウレタ
ン；あるいは、前記ポリマーのうちの１つ以上を使用したコポリマーまたはターポリマー
を含み、
　コポリマーは、フルオロシリコーン－ｃｏ－シロキサンコポリマー、フルオロシリコー
ン－ｃｏ－フルオロアルカンコポリマー、または、フルオロエーテル－ｃｏ－シロキサン
コポリマーを含む、請求項３に記載の電気泳動装置。
【請求項１２】
　前記懸濁流体は、ジメチルシロキサン、メチルアルキルシロキサン、メチルフェニルシ
ロキサンのうちの１つ以上の繰り返し単位を７５モル％以上含むシリコーンオイルであり
、
　前記固体ポリマーは、１０モル％を超える、好ましくは２０モル％を超える、特に好ま
しくは２５モル％を超える、メチルトリフルオロプロピルシロキサン（ＭＴＦＰＳ）、メ
チルペンタフルオロブチルシロキサン、メチルヘプタフルオロペンチルシロキサンもしく
はメチルノナフルオロヘキシルシロキサンを含むフルオロアルキルシロキサン系、または
、フルオロアルコキシアルキルシロキサン系の繰り返し単位を含む、フルオロシリコーン
またはフルオロシリコーン含有コポリマーもしくはターポリマーである、請求項１に記載
の電気泳動装置。
【請求項１３】
　前記懸濁流体は、フェニル基を含むペンダント基を少なくとも１つ有するフルオロシリ
コーンまたはフルオロシリコーン含有コポリマーであり、前記非平面状固体ポリマーはポ
リシロキサンエラストマーであり；
　好ましくは、前記懸濁流体は、１０モル％を超える、好ましくは２０モル％を超える、
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特に好ましくは２５モル％を超えるメチルトリフルオロプロピルシロキサンを含み、前記
固体ポリマーはポリジメチルシロキサンである、請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項１４】
　前記電気泳動セルは、互いに分離または半分離された区域に分配された前記電気泳動イ
ンクを含み、前記電気泳動インクの前記区域は、一方の面が前記電極の一方と隣接し、か
つ、反対の面が、密集した凸部の単層を含む前記非平面状ポリマー構造体と隣接する単層
を形成し、
　前記凸部は前記区域内へ突出して前記懸濁流体と接触し、
　前記帯電粒子は、印加された電界に応答して、前記区域内へ突出する凸部表面上を移動
して前記第２の光状態で凸部間のスペースに凝集する、請求項５に記載の電気泳動装置。
【請求項１５】
　前記電極は透明であり一対のフィルム基板上に塗工されており、
　使用中、フレームの開口部に取り付けられたエレクトロアクティブウィンドウである、
請求項１に記載の電気泳動装置。
【請求項１６】
　前記固体ポリマーの比誘電率は前記懸濁流体の比誘電率よりも大きい、請求項１２に記
載の電気泳動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　次のセクションにおいて、前述の利点を詳しく説明する。実施形態では、電気泳動装置
（例えば、図１Ａおよび図１Ｂの１０１）は、２つの電極（６０）に挟まれた電気泳動セ
ル（８０９）を含む。電気泳動セル（８０９）は、当該セル（８０９）内に電気泳動イン
ク（８３０）と、１つ以上の光透過性・非平面状固体ポリマーエレメントまたは構造体（
８０８）を含む。電気泳動インク（８３０）は、光透過性の懸濁流体（８２０）に懸濁さ
れた少なくとも１種の帯電粒子（１１）を含み、帯電粒子（１１）は、電極（６０）を使
用して印加された電界に応答して、位置移動（すなわち、転移）する。帯電粒子（１１）
は、電気泳動装置（１０１）に印加された電界（図１Ａおよび図１Ｂにおいて不図示）に
応答し、帯電粒子（１１）がセル（８０９）内で最大限広がり、当該セルを通過する太陽
光（光線１４０５を参照）の経路に位置して前記セルを透過する光を強く減衰させる第１
の極限光状態（図１Ａ）、および、帯電粒子（１１）がセル（８０９）内で最大限凝集し
て当該セル内の太陽光の経路から除去され、当該セル内に光（光線１４０６を参照）を実
質的に通過させる第２の極限光状態（図１Ｂ）の間を移動する。いくつかの実施形態（例
えば、図１Ｂ）では、光透過状態は、非平面状固体ポリマーエレメント（８０８）および
懸濁流体（８２０）の屈折率を差が０．００７５未満となるように厳密に一致させ続ける
より達成される。本願明細書において懸濁流体の屈折率は電気泳動インクの屈折率と同義
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　帯電粒子の懸濁液を改善するために少量成分として懸濁流体に添加した超高分子ポリマ
ーは、高温下で粘度が低下して害されたり、低温下で許容できない程に高粘性となること
がある。いくつかの実施形態では、粘度の温度変化が最小限となるため、超高分子のポリ
ジメチルシロキサン、ポリジエチルシロキサンまたはポリメチルアルキルシロキサンを従
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来のポリマー添加剤の代わりに添加する。例えば、表３において、Ｐ（ＤＭＳ－ｃｏ－Ｄ
ＰｈＳ）は、対応する高分子量炭化水素ポリマーと同様の粘度変化を示す。具体的には、
－２５℃の２４８００ｃＳｔから始まって、２５℃では４５０ｃＳｔ、７５℃ではたった
７５ｃＳｔであり、－２５℃で１６５０ｃＳｔ、２５℃で５００ｃＳｔ、７５℃で２１７
ｃＳｔであるＰＤＭＳ（ｎ～２３２）の場合と比較して、７５℃における安定化能が非常
に悪くなる（後者については表４を参照）。表４に示すＰＤＭＳ流体の最大繰り返し単位
数は８４６（２５℃の粘度１００００ｃＳｔ）であるが、実施形態の懸濁流体では、少量
添加剤の繰り返し単位数は限定されず、ＰＤＭＳは、架橋されていない場合（または架橋
が無視できる場合）、有利なことに、繰り返し単位数に関係なく流体のままである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　実施形態では、エラストマー性・非平面状固体ポリマーは、下記ポリマーの１つ、ある
いは、下記の１つ以上を使用したコポリマーまたはターポリマーを含む：ポリシロキサン
、フルオロアルカンポリマー、パーフルオロエーテルポリマー、フルオロシリコーンポリ
マー、フッ素化（メタ）アクリレートポリマー、フルオロシリコーン（メタ）アクリレー
トポリマー、フッ素化ポリオレフィンポリマー、フッ素化脂肪族ポリカーボネート、フッ
素化ポリウレタン。コポリマーには、フルオロシリコーン－ｃｏ－シロキサンコポリマー
、フルオロシリコーン－ｃｏ－フルオロアルカンコポリマー、フルオロエーテル－ｃｏ－
シロキサンコポリマーが含まれる。
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